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１．開会 

   

 

２．議事 

 １）リーディングプロジェクト（素案）について 

 

事務局から説明 

 

≪意見等≫ 

・前回はたたき台を提案して、具体的な事務事業をどのようにしていくのかを議論をしたが、既

にある事業もあれば、これから新たに提案していく事業もある。今回は事務局から、例えばこ

れでどうかという事業を提案したものも一部ある。 

・原課だけの意見だと「これは難しいからできない」ということに成りかねない。原課以外から

も、これをやっていくんだという事業をこの場で議論する必要がある。 

・このリーディングプロジェクトは、本当にインパクトが必要であるが、できるかどうかという

ことをもっと磨く必要がある。２つ目は、この３年間で進めていくとなると、実際にやること

が見えなければいけないので、このまま行くと誰が説明していくのかがはっきりしていない。 

 ・原課の考え方に温度差もあり、どのようにまとめていくのかは難しい判断をしなければならな

い。インパクトのある事業をやるべきとの意見もあり、規模が大きいまちではない状況で、果

たして具体的なものが示せるかどうか。これから、色々な意見を出してもらうために、一旦、

委員会に諮ってまとめていければ良いと考えている。 

・１８ページに「アーバン・ツーリズム推進事業」とあるが、長浜市も近江八幡市も、元々観光

地を目指した訳ではない。自分達が住んでいる誇りを大切にした結果として、２０年をかけて

観光地となっている。最初から、外を向いた観光地を目指すのではなく、住んでいる人達が何

を取り組むかということがないままにできない。行ってみたい都市となるということと、住ん

でみたいということは大きく違っている。住んでいる人から見て「どうなのか」という視点の

方で考える必要がある。 

 ・全体的にカタカナ表記が多い。市民から見てわかりやすい表記にしたほうが良い。 

 ・事務事業を串刺しにしているものだと言うことだが、これを見ると少しわかりにくい。 

・１つで串刺しにするのではなく、元気やうるおいで見て串刺しで事業が幾つかあるというイメ

ージを持ってほしい。１つの事業で全て横断的に引っ張っていくということではない。 

 ・説明する時は、事業レベルの方が分かりやすい。その中身がどうかとなると一体何をするのか

が見えにくい。事務局は事業レベルを提案したものだが、この４つのプロジェクトの中に多く

の事業があり、何故これを選び出したらリーディングになるという説明が必要である。 
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・これからの３年間を先導できる事業となると、具体的に動くものがない。各部についてばらつ

きがあると思う。具体的な事業を出せるところと、抽象的に目指すものでしか書けない部分が

あるので、もう少し整理をしたい。 

・子育てや高齢者は、多くの事業が重なっており、個別の事業から大括りの事業まで様々であり、

その中で、継続している事業から新たに３年で展開していく事業が出るのか。どういう形で選

択すれば良いのか。３年間で新たな施策として重点的に取り組む事業に絞るのかという問題も

ある。 

 ・具体的な事業は、きっちりと整理して位置づけてもらわないと、説明が外向きには出来ない。 

・今ある事業をここへ挙げるだけで本当にその目標を達成出来るのか。これからやっていくため

にどう事業を考えていくかという部分を出していかなければならない。 

・中長期の目標が１つでそれに対して第１期の基本計画の目標・基本計画の方針というのが１つ

ないし２つある。特に基本計画の方針の２つをよく見ると、ひとつに出来るところはまとめれ

ば良い。そうするとリーディング事業が重なりますので減らせます。第１期の基本計画の方針

を少なくしてはどうか。その方がまとめ易いのではないか。 

 

２）地域経営の方針（素案）について 

３）基本計画（素案）について 

４）その他 

 

   事務局から説明 

  

≪意見等≫ 

・○印と●印の意味合いがよく分からない。現況と課題ということだが、整合できてないところ

もある。例えば、３１ページの「生物多様性に配慮した運営」について「豊かさをもたらすこ

とが、広く認知されてきています」とうのは世間一般の現状、市域全般の現状であり、この分

野の取り組みと現状ではない。しかし、その３つ下に「温暖化防止～諸施策を実施しています」

は取組の現状になっている。取り組みの現状と実態の現状が整理できていない。 

 

                                  ―以 上― 


